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１．Arctic Shipping Summitとは？

1）経緯
2005年にロイズの主導で始まった、北極海域の
商業運航及び資源開発用機材に関する国際会議

(主催者:informa) 

2）過去の会議
欧州
Arctic Shipping Conference (Helsinki 2005)
2nd annual Arctic Shipping conference (St Petersburg 2006)
3rd annual Arctic Shipping conference (St Petersburg 2007)
4th annual Arctic Shipping conference (St Petersburg 2008)
5th annual Arctic Shipping summit (Helsinki 2009)
6th annual Arctic Shipping summit (Helsinki 2010) 
北米
Arctic Shipping North America Conference (Montreal 2008)
2nd annual Arctic Shipping NA Conference (St John’s 2009)
3rd Annual Arctic Shipping NA Conference (Montreal 2010)
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３．各パネル・セッションでの議論のポイント

1）北極海の開発と環境対策

クルーズ船とSAR（捜索救助）
グリーンランド沖での観光船の
無制限な増加
Hans島

カナダ多島海インフラ整備
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カナダ多島海域



３．各パネル・セッションでの議論のポイント

1）北極海の開発と環境対策

エネルギー資源開発の
経済性評価
Fearnleys社調査

ボーフォート海、バフィン島、
バレンツ海、ペチョラ湾、ヤマル半島

多数船舶が往来する将来像は描けず、
当面は ”Niche trade”
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３．各パネル・セッションでの議論のポイント

1）北極海の開発と環境対策

流出油対策
油回収には有効な手段なし

↓

漁船に初期防除を義務づけるノルウェー方式
が有効な手段

EEDI (Energy Efficiency Design Index)

多目的砕氷船へのＥＥＤＩ適用

↓

大出力主機搭載の妨げとなる

アイスクラス船舶への設定には難航を予想
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３．各パネル・セッションでの議論のポイント

2）北極海航路と海運

NSRに関するロシアの見解
Mikhaylichenko氏（ロシア：Coordination of the NSR Usages）

NSRの商業運航に問題なし
Pankov氏（ロシア：Sovcomflot社）

航行リスクについて評価と更なる低減が必要

海運業界
NSRはリスクの多い航路。船舶、船員何れも十分な

準備が必要

今後の動きは新NSR通航科料制度の発表次第
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2）北極海航路と海運

北極海航行指針
ClassNK→human factorが極めて重要。

STCWエリアに踏み込んだ航行ガイド

通信・リモートセンシング
ロシア、カナダ、EU、米国による個別システム

採算性・国家安全保障の見地から統合には
否定的意見

シミュレータ
航行訓練の国際規格はない

国際基準確立に向け国際関係機関への提言を
予定
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３．各パネル・セッションでの議論のポイント

3）氷海航行船舶関連技術

寒冷域における乗員作業性
主題として取り上げられたのは初

小物体探知技術（小氷山、漁船）
多様なセンサー技術が存在するも完全ではない

乗員のウオッチが最も重要な探知手段

Polar Code（IMOの国際基準）
2011年10月の承認を期待
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４．総括

航路開発に至るプロセス

(1)可能性の検討・障害となり得る事項の摘出

(2)factsの収集・分析

(3)evidences形成

(4)verdict of evidences and the industry

(5)将来予測・ロードマップ検討

(6)appropriate measuresの策定

(7)国際合意の具体化
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←北極海航路



４．総括

北極海航路は2つのカテゴリがある

１） Non-Commercial NSR

ロシアの海としての内航航路

２） International NSR

a) バレンツ海、カラ海以西の欧州向け航路
b) シベリア以西を含む、東アジア向け航路
ｃ）極東ロシアを中心とする航路
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ご静聴ありがとうございました

平成２３年７月２６日(火)
第１回日本北極海会議


